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冬季における転倒災害の防止について（要請） 

 

 

 

 労働災害の防止につきましては、日頃より御協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、福島労働基準監督署（以下「当署」という。）では、死傷災害の約３割を占める転

倒災害の防止に重点的に取り組んでまいりました。 

しかしながら、昨年における当署管内の休業４日以上の転倒災害は、過去最多である

150 件発生し、大変憂慮すべき状況となっております。 

特に、昨年は冬季（１、２月及び１２月）の３月間で、年間の半数以上の転倒災害が発

生しています。また、凍結・積雪による転倒災害が、冬季における災害の約８割を占めて

いる状況です。従って、冬季におけるより一層の転倒防止対策が求められます。 

つきましては、事業場における冬季の転倒災害防止のポイントをまとめたリーフレット

を作成しましたので、関係事業場に対して周知いただくとともに、引き続き、転倒災害防

止対策の徹底に御理解と御協力をお願いいたします。 

 

 

そこで、当署において「福島地域 冬季転倒災害撲滅運動」を展開し、事業場に対し

て、労使が協力して冬季の転倒災害を防止するために、11 月中に準備を実施し、12 月か

ら転倒災害防止活動を開始・継続するよう要請しております。 

 特に、貴事業場におかれましては、過去に凍結・積雪による転倒災害が発生しているこ

とに鑑み、別添１の実施要綱および添付したリーフレットを参照して、転倒災害を繰り返

すことのないよう、冬季転倒災害防止のための準備を確実に行うようお願いいたします。 

担当部署  福島労働基準監督署 第２方面 
〒960－8021 福島市霞町１－46 
電話 024-536-4612 

 



図1 年別転倒災害発生件数
（2001－2022）
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転倒災害緊急
冬季転倒災害防止のポイント

福島労働基準監督署 1

冬季における転倒災害防止の実施事項

1 ・事業場，駐車場などにおける転倒危険箇所を把握する
・転倒危険マップを作成し，労働者に周知する
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・気象情報を迅速に把握できる体制を作る
・凍結防止剤や融雪剤，滑り止めマット等を準備する
・安全通路の確保や「危険の見える化」を行う

3 ・転倒リスク評価セルフチェックを行う
・運動プログラムを導入する

4
・冬季の歩き方を教育する
・装備について教育する
・禁止事項を定める

図2 令和4年における
転倒災害発生件数

図3 令和4年冬季における発生
原因別転倒災害発生件数

冬季のみ

1月
（53件）

2月
（23件）

3月～11月
（61件）

12月
（13件）

転倒による労働災害は，図1のとおり，増加傾向にあり，前年の福島労働基準監督署管内に
おいては，転倒による休業4日以上の労働災害が過去最多である150件発生しました。
その内訳は図2のとおり，冬季（1月，2月，12月）の転倒災害のみで半数以上を占めており，
図3のとおり，冬季の転倒のうち7割以上が積雪・凍結によるものです。
転倒災害は，他の労働災害に比べて発生率が高く，重症化リスクも高い傾向にあります。
冬季を迎える前に，以下の事項を実施し，転倒災害を防止しましょう。
転倒災害は防げます‼

積雪・凍結
（69件,78%）

その他
（8件）

通路・
仮設物等
（12件）

過去最多



１ 前日までに行うこと
☑大雪・低温に関する気象情報を迅速に把握できる体制を作りましょう。
☑大雪，低温予報の場合には，「転倒危険マップ」に基づき，凍結防止剤の散布等を行いましょう。
☑融雪剤，滑り止めマット等を必要数用意しましょう。
☑気象情報に応じて，出張・作業計画等を見直しましょう。
☑過去に転倒災害が発生した箇所等には，掲示などを行い，「危険の見える化」を行いましょう。

① 転倒危険箇所を把握し，転倒危険マップを作成しましょう。

2

② 気象情報を活用して転倒危険箇所での設備的対策を行いましょう。

〇まずは，きちんと転倒による危険性を把握することが重要です。
以下の事項の実施に努めましょう。

〇気象情報を上手く活用して転倒災害防止に役立てましょう。

※もし過去に災害が発生していなくても，以下の場所には
特に注意してください。
・従業員用駐車場や駐車場から事業場出入口までの通路
・事業場出入口付近
・ごみ置き場や倉庫までの屋外通路

Step.1 過去に凍結・積雪による転倒災害が発生した箇所や
ヒヤリハット事例が発生した箇所を確認しましょう。

Step.2 上記箇所における転倒リスクに応じた「転倒危険
マップ」を作成しましょう。

Step.3 作成した「転倒危険マップ」を休憩室等に掲示し，
労働者に周知しましょう。

注意喚起だけでなく，
安全意識の向上にも
つながります。

2 雪が降ったら…

☑融雪剤を散布，滑り止めマット等を設置して安全通路を
確保しましょう。

☑安全通路の確保状況等を確認するため，担当者を定めて，
定期的な職場点検・巡視を実施しましょう。

☑玄関で靴裏の雪や水分を十分に落としてから事務室等に
入りましょう。 ヒートマット設置例 転倒危険箇所掲示の例



〇転倒は，加齢による筋力・バランス力低下等により，
転倒リスク，転倒時の重症化リスクが高まります。
まずは，現在の転倒リスクを知るために転倒リスク
評価セルフチェックを行いましょう。
〇そして，転倒防止のために下記運動プログラム等を
導入しましょう。

～転倒・腰痛予防！「いきいき健康」体操～
（厚生労働省HPより）

3分でできる転びにくい体をつくる職場エクササイズ
（厚生労働省公式Youtubeチャンネルより）

③ セルフチェック ＋ 運動プログラムを導入しましょう。
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〇転倒リスク評価セルフチェックは，身体機能と身体機能に対する自己認識との
ずれを可視化するツールです。

身体機能に対する自己認識身体機能計測
ずれの可視化（レーダーチャート）

転倒リスク評価セルフチェック 検索

いきいき体操 職場エクササイズ

〇運動プログラムの導入によって，筋力・柔軟性向上が望まれ，
転倒防止に非常に有効です。

骨密度の低下を防ぎ，重症化リスクを
低減する効果も望まれます。

転倒リスク評価セルフチェック

運動プログラム
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転倒災害の教育等に際しては，以下のサイトを参考にしてください。

・靴の裏全体をつけて小さな歩幅で歩きましょう。
・体の重心をやや前に，時間に余裕をもってゆっくり歩きましょう。

Point.1
冬季の歩き方を教育しましょう。

・滑りにくい靴を履きましょう。
・靴底の状態を定期的に点検しましょう。
・靴に滑り止めアタッチメントを装着しましょう。
【ポイント】
柔らかいゴム底や溝が深い靴（※）を選びましょう。
（※）靴底がすり減ったものや溝が詰まったものは注意。

Point.2
冬季の装備について教育しましょう。

・ポケットに手を入れて歩くことを禁止しましょう。
・ながら歩きを禁止しましょう。
・安全通路の通行を徹底（省略行動を禁止）しましょう。

Point.3
禁止事項を定めましょう。

〇厚生労働省情報発信サイト「職場のあんぜんサ
イト」や厚生労働省HP内の「転倒予防・腰痛予
防の取組」では，転倒予防に関する啓発動画の
ほか，優良事例の紹介等していますので，活用
してください。

〇一部の実施事項について，エイジフレンドリー
補助金（補助率1/2,上限100万円）を利用できます。

〇中小事業者は，無料で安全衛生の専門家の
アドバイスを受けることができます。

中小規模事業場
安全衛生サポート事業

エイジフレンドリー補助金

ガラス繊維の入った
滑り止め素材

滑り止めアタッチメント
装着例

④ 冬季の歩き方や装備について教育を行いましょう。


